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Q 斷枝片葉(其一 


富太 


•かるあぎねぎ 東武ノ農家時-一や r らねぎヲ作リ方言ヲかるわざねぎ(輕業葱)卜呼ブ此品花ヲ生ゼズ莖頭 
夕 V '胎芽(珠芽)數顆ヲ出シテ花頭ノ位置ヲ占ムルコトにんにく及ビのびるノ輩二於ケルガ如シ芽群ノ間往々長 
綠枝伸出シテ猿臂ノ如シかるわざねぎノ名名ケ得テ妙ナリ枝端亦胎芽ヲ有ス胎芽群ヲ取リ地一一揷セパ則チ忽チ 
根ヲ生ジテ此二新株ヲ成ス漢名ヲ樓葱卜云フー名樓子葱一名蟠葱一名臺葱和名二、ノおらんだねぎ、まんねんね 
ぎ、さんがいねぎノ別名 ア タ學名ハ Allium&tulosum L . var , viviparum MAKINO . 是ナリ 
• t けまん黃计ヲ出サズ きけまんハ越年生一稔草本一ーシテ春黃花ヲ開クけまんさぅノ近類一ーシテ花色黃ナ 
ダヲ以テ黃けまん卜稱ス莖葉柔輭ニシテ臭氣アリ葉ハ綠ニシテ白色ヲ帶ブ此草小野蘭山ノ本草綱目啓蒙-1出デ 
「苗ハ紫董一一似テ白色ヲ帶ブコレヲ斷バ黃汁出甚臭氣アリ」云云ノ文アリ後人之ヲ承ケタ本植物ハ黃汁ヲ出ス 
モノト思へリ然レドモ是レ事實-1非ラズシー7"本品、ノタ V '水様液ヲ出ス -1 過ギズ蓋シ蘭山先生偶マ之ヲ誤認セ 〆 
ナ y 

• 花蕾ノ語穩當 ナラズ 花蕾ヲ蕾ナリトスレバ葙蕾卜稱スグ必要アグコトナク單一一蕾ノミ-ーテ事甚ダ明瞭ナ 
リ敢テ其上二花字ヲ加フ 〆 ノ必要ナキナ PS 若シ夫レ之ヲ花蕾トセバ尙他一一何カノ蕾 ナカ ルべカラズ蕾字本來ノ 
意義、ノ假令つぼみ一ーアラズトス，モ今日普通一一之ヲ其意義二使用セリつぼみ、ノ花ヨリ他一一之レア，コトナク即 
チ 花ノ尙未ダ開カザ，モノヲ然力云フ即チ搭蕾是レナリ而シーブ若シ花蕾ヲ Flower-bud ノ譯字トスレバ此譯字 
ハ頗グ拙劣ヲ極メシモノタグヲ失ハズ元來 bud 、ノ芽ナ V ヲ以テ或ハ Flower-bud 卜云ヒ或ハ Leaf-bud 卜云ヒ 
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其字前二必要一一應ジテ或ハ Flower (花 j ヲ冠シ或、ノ Leaf (葉)ヲ冠シテ花芽若クハ葉芽トスルノ必要アレドモつぼ 
みハ單二 bud ノミノ意一ーアラズシテ Flower-bud ノ義ナダヲ以テ決シテ之ヲ花蕾卜譯スグ必要アル.コトナシ若 
シ强テ之ヲ花蕾卜譯スグヲ許容セパ則チ1^^-1>1^ヲ葉蕾卜譯スグモ亦敢テ妨ゲナキ-1至ランノミ0ぼみ即チ 
蕾ハ遂二獨立セ ， bud ノ譯字一ーアラザ 〆 ナリ 

•さつまいもヲシテ容易二花ヲ出サシメ得べシ so まノ莖ヲ採リ三個許ノ節ヲ遺シテ前後ノ兩部ヲ切 
リ去リ其ノ前端ノ節アル部分ヲ倒二地-一揷スべシ然，時ハ地-}入リシ節ヨリ、ノ須臾-ーシテ新极ヲ發出シ地面二 
在，節ヨリハ新枝ヲ萠出シ花梗次デ出デ以ヲ花ヲ開クニ至 〆 べシ曾テ備後三原二於テ植物講習會ノアリシ日予 
同地女子師範學校ノー 敎員 -1 之レガ實驗談ヲ聞キシコトアリ同氏ノ語，所-一據レバ則チ此ノ如クセバ3つまい 
もヲシテ容易一一花ヲ著ケサセ得べシト 

❿中實セル禾本の桿 禾本植物ノ莖即チ稈ハ通常空洞ナ？卜雖ドモ亦中實セ 〆 モノナキニアラズ即チをぎ" 
す、き、ときはす、き、はちぢやうす、き、か-® s やす、もろ Z 1 L (即チ^2かきび)、たう1>-^乙し5^うきひ、 
わせをばな、じゅずだま、はとむぎ等ハ此例-一屬ス 

•完筒ヲナセル禾本の葉鞠 禾本植物ノ葉ハ其上部葉面ヲナシ其下部葉鞘ヲナス葉鞘ハ前方縱裂シテ雨綠卜 
ナリ以テ'程ヲ包擁セリ是レ其常態-ー シテ かやつう rs 科(莎草科)諸草ノ葉鞘完筒ヲ ナスト 異ナリ然レドモ禾本 
科 中 亦完筒ヲ ナスモノナキ 1 1アラズ 即チどぢゃう 〇 なぎ 屬 ( Qlyceria ) ノ 諸種皆是レナリ試-一どぢやうつなぎ、 
ひろはのどぢゃうつなぎ、むづおれ rs 、 うきがや等ヲ取テ之ヲ驗スレバ則チ其葉鞘ハ雨綠完全二連合シナ以 
テ ーノ筒ヲナシ此一一其释ヲ包ムヲ見， ペシ 

❿がまノ花粉ヲ貪フ 下總ハ水鄕ナリ四圍水草饒クがま亦多シがまハ其花穂細花密集シテ夥シク黃花粉 
ヲ糝出ス土人之ヲ蒐メーブ炒リ以テ食用-一供スト云フ予未ダ之ヲ啖ハザグヲ以テ今此 -1 其味ヲ語ル能ハズト雖ド 





大 
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モ同地-一在リシ知人曾テ此事實ヲ予二報ゼシコトアリ 

#さくら/英語ハ何力 此一 1 S くら卜云フハやまざくらヲ指ス即チ朝日二匂フ山樱花ノ S くらナジ邦人英語 
ヲ以テ此 S くらヲ呼ブトキ只單二 Cherry 卜言フ是レ由來スグ所最乇舊ク明治維新前一一出版セ 〆 英和對譯袖珍 
辭書並一一維新後間モナク出版セ 〆 和譯英辭林又ハ慶應三年出版ノ TW 氏和英語林集成皆旣-1 Cherry ヲ3く 
ら即 チ tl 卜譯セ 5N 爾後ノ英和辭書ノ類皆之卜軌 ヲ同ジ クシートシ テ Cherry ヲ S くら 卜譯セザ〆モノ ナシ然レ 
ド乇 Cherry ヲ單二我3くら卜譯スルハ極 メタ 妥當 ナラズ 是レ Cherry ハ歐洲並 11 西部亞細亞產ノ實ざくら即 
チ 洋種櫻桃〔單二櫻 桃 卜云フハ支那產ノ實ざくらナ9世人今此支那品卜歐品トヲ混同一視シ 之ヲ櫻桃卜沉稱ス 
ぐ、 v 穩當ナラ，ス須. ラク 嚴-一其兩者ヲ別 チタ 支那產ノ乇ノヲ單-一樱桃 C 是レ本來ノ名ナンパナリ)卜云ヒ歐洲ヨリ 
來リタ ダモノヲ洋種 櫻 桃卜稱スべシ〕 -1' シテ植物學上全ク於種ヲ異ニスンパナソ然レバ則 チ 英語, r グハ我やま 
ざくら ヲ何卜 呼ブ乎 s Japan—Flowering Cherry =即チ是ンナリ此ノ如ク呼ンデ此一 j 始メテ我は くら ヲ表ハ シ 
得べク單-1 Cherry ノー 語ノミーーーブハ遂二 我 S くらノ譯語トハナラ ザ〆 ナタ今 B 坊間ノ英和辭書中尙他語ノ之 
レ-一類スルコト頗，鮮少ナラズ辭書使用者、辭書編纂者及ビ英學者ハ宜シク 之 レ-一注意セ デルべカラ ズ 
•ひめか5ぞノ名ハ不用士リ かう?:'(猪)ハ邦產ナリ山中-1自生ス山中ノモノハ人ノ之ヲ伐グナク其生長11 
任スノ故ヲ以え往々樹幹長大トナリテ老ヒ桉椏從夕多ク葉モ亦從テ小形トナタ甚ダ シキ ハ桑葉 一 I 髪髴ス a めか 
うぞハ 正二斯ノ如キ モノ ヲ呼ビタル ノ名ナリ此 自生 ノ樹/ 本來培養 セ 〆 モノト同ーナリト雖 ド乇培養セル モノ 
ハ 年々之ヲ伐，故 il 枝條皆新銳一 ーシテ 勢力强ク從夕葉亦其形大ナ 〆 ヲ致セ 〆 ノミ是一 j 由 テ 之ヲ觀レパ 則 チ此兩 
者元卜同一物敢テかうぞ卜 a めかうぞトヲ別ツノ必要ナシ試-一之ヲ人間- 1 譬フレパ畢竟 a めかうぞハ老人ヲ呼 
ビタル ノ 名ナリ少年ノ老人-一於ヶグ其種 ( species ) ハ 敢テ異ナ y コ トナク且ツ老人ハ固ヨリ少年ノ變種 ( variety ) 
二非ザ 〆 ナリ 
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〇雁皮紙ノ原料植物11一一種アリ 予曾テ雁皮紙ノ原料植物一二一種ア，ヲ言フニ種トハ何ゾヤーヲがんび卜云 
フ關西地方ノ小山-一生ズ小灌木ニシテ其葉互生シ葉裏 >i 毛多シ枝端二四裂筒狀ノ小黃花ヲ攒簇スぢんちゃぅげ 
科品-ーシー r 學名ヲ Wikstroemia sikokiana Fbanch. et Sav. 卜云フ、ーヲ S くらがんぴ一名ひめがんぴ卜云フ 
同ジクぢんちゃぅげ科ノ小灌木-ーシーブ豆相地方ノ山地二生ジ前種二比スンX枝條痩長葉亦互生シ同ジク枝端二 
小黃花ヲ著ヶ(前者 / 頭狀ヲ成スト異ナリ)花體稍小ナリ學名ヲ Wikstroemia paucipaora FEANCH. ET SAV. 卜云 
フ世間雁皮紙ノ原料植物トシーブ獨前品ノミヲ擧ゲテ通常後品ヲ逸ス精卜謂フベカラズ 

〇植物ノ學名 i 一 使用セル種名/解釋 

牧野富太郞 

夫レ植物一ーハ俗名 .(PODUlar Name=Common Namenvulgar Name) 卜學名へ ScientiAc Name) トア wsf& 名トハ 
諸國若クハ諸地方ノ土言-ーシーブ假令バたんぼぼ- i 就テ言へ X 則チたん。ほぼハ日本ノ土言、蒲公英ハ支那ノ土言 
Dandelion ハ英國ノ 土言 pissenlit/ 佛國ノ 土言！ Jo:wenzahn / 獨國ノ 土言 Pisia in letto ハ以太利 ノ土言 Pa- 
ardebloem ハ和蘭ノ土言 Amargon / 西班牙 ノ土言 Papawa ziele ハ葡萄牙 ノ土言 Molotschai trawa ハ露國ノ 
土言ナグガ如シ故二俗名ハ通常其通ズル範圍自ラ其國或ハ其地方二限ラレ即チ局部的ニシテ世界的ナラズ而シ 
テ學名ハ之.二反シテ廣ク各國一一通ズグ學術上ノ名ニシテ即チ世界ノ公稱ナリ之二對シテ俗名ハ各國ノ私稱ナリ 
卜請ヒ得べシ 

學名トハ學術名ノ謂ナリ而シ テラテン M ヲ K テ 作 〆 故 一一 又 ラテン 名 (Latin Name ) 卜稱ス ，コトア1.又 植物學 
名稱 (Botanical Name ) 卜呼ブ コトアリ 

，植物ノ學名11使用セル種名 ノ解釋 




